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讃樹會　平成30年度第二回執行部会並びに理事会議事録
開催日　平成30年12月4日（火）　20：00～21：00

　
1）国外留学助成金の審査・決定 　　　　　　　　　　     
   平成30年度第二回国外留学助成金の申請は、橋本一樹先生（H21年卒）1件であり、筒井学術局長による一次審査を経ていることが佐藤会長から報告された。これを受けて理事会による2次審査が行われ、1件の限度額である250,000円満額が交付されることが拍手で決定した。　
2）学会助成金の審査・決定


　　　　　
　　佐藤会長から、次年度開催の学会の申請が2件あり、現行の計算方式に則り「第31回日本肝胆膵外科学会学術集会」に10万円、「公益社団法人日本超音波医学会　第29回四国地方会学術集会」に4万円の助成額が示され、全会一致の拍手で承認された。
平成27年度理事会で、学会助成金の年間予算の目安は最大20万円までとされた。その枠を超える申請もなく、これまで予算内で交付されてきたが、本制度については状況を見ながら予算、要項、申請様式等審議継続中であることから、要項に限度額の明記はない。次年度分として既に国際学会「IPOKRa TES JAPAN 2019」への助成20万円が1件決定しているため、次年度予算は、更に今回の2件分を加えた金額以上とする必要があることが確認された。
3）学会助成金制度について


　　　　　　
継続審議中の学会助成金制度のこれまでの審議内容のまとめと、他大学医学部同窓会の学会助成制度を参考資料として以下の3点が審議された。
①年間予算の上限について。他大学の状況は大学によって金額が大幅に違うため、国立大学を参考にして、これまでの執行額や予算の調整から割り当て可能だとみなされる、30万～40万という上限が執行部より提案された。理事会として意見が無かったので、予算案作成に際して執行部もしくは財務担当の先生が決めることになった。
②募集期間について。従来の「6ヶ月前から」ではなくて、毎年、7月～8月初旬に開催される理事会で審査できるよう、「開催年の前年6月末までに応募」とすることに要項を変更することが執行部から提案され、拍手で承認された。
③応募資格について。他大学の多くは正会員が主催者であることが応募資格となっている。当会の要項も、正会員が主催者であることが条件に明記されているが、主催者だけでなく共催者も事務局長以上は応募資格があるという解釈で弾力的に施行している。そこで、今回、予算の上限が30万～40万円とアウトラインが提案されたことを受け、予算内で、「正会員が主催者である申請に対して最優先に配布して、余剰を共催者の申請分を勘案して配分する。主催者が複数あり、予算額を超える場合は、主催者の数で等分する」という折衷案の意見が出た。次年度の7月～8月の理事会審査に向けての一つの意見とされた。
4）シンボルフラッグのデザイン案について
 　　　
平成29年度第1回理事会において、シンボルフラッグの作成について、作成することの承認があったものの、デザインについては、今後長期に使用するものであるため慎重に専門家に依頼するなどして、同窓会全体の承認を得るような形で決めた方が望ましいこととなり、平成30年度定期総会において、作成に対して賛成多数で決議され、予算として10万円の計上が承認された。今回、旗制作の専門業者（(株)バンテック　本社東京）へデザインを発注し、見積書とデザイン案が審議された。
業者のデザイン案9例に対して出された意見と、細かい英語表記の修正を業者に伝え、
更に多くのデザイン案を提出してもらうこと、金額的な見積もりは妥当であることとなった。

5）会報等送料値上げへの対策について
 　　　　
会報等の発送に利用している佐川急便飛脚ゆうメール便（これまで最安値）の料金が他社に倣って、2018年10月より、1通73円から165円に値上げされた。これまで通りの発送を続けると、年間のメール便料金が2倍以上かかり、通信費を60万円増額する必要がある。資料にまとめられたこれまでの送付状況をもとに、今後の方針（送付対象、送付内容、利用業者）を検討した。
会費の納入の有無に関わらず、会員に何らかの発送を行うことは、異動の有無や送付先の把握に役立っている。
また、輸送費を補うため、会報そのものの制作費を削減するという目的で、会報の紙質を落とす、もしくは部数を減らした場合の見積もりを印刷会社から出してもらったところ、もともと会報一冊の印刷代が非常に安価であり、全体でさほど安くならないことが判明した。ただし、紙質を薄くし、ページ数を抑えることで会報の重量を抑え、値上がりした価格の中でも安い輸送費を利用するよう工夫していくという意見が執行部から出された。
インターネットを利用したメール配信も一つの方法だが、今はまだ、ペーパーレス化はせず、これまで通りの紙の会報及びその他の送付を維持し、今回の輸送費の値上げに対処すべく、できるだけ安く送付できる方法を模索して努力することとなった。
6）ＨＰリニューアルについて
    　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　讃樹會ホームページは、過去に外注した時期があるが、初期の制作費用に加え内容を更新する都
度、費用が発生して維持費が高かったため、外注をやめ事務局で作成し現在に至っている。しかし、
時代が変わり、外注による製作費用が安価になり、セキュリティーの安全も確保されており、しか
も更新は事務局で自由にできるHP運営が可能となった。
　今回、同窓会の総合サポートを事業とする株式会社サラト（本社兵庫）にHPの作成見積を依頼し、デザインを一新するだけでなく、これまでなかった会員情報の変更がHP上で行える内容であるが、リニューアル全体の費用が予算オーバーすること、また翌年から、毎年の保守契約料が必要であることが説明された。
（また、大西理事長から質問のあったスマホやタブレットへの対応は、理事会終了後、翌日業者へ確認し、標準装備されていることが確認された。）
　今回は(株)サラトにリニューアルを依頼することが拍手で承認された。HPはどうしても年々古くなるので、何年か毎に業者を選び見積を出してもらい、機能を増やすと費用はかかるが時代にあったHPになるよう更新していくことになるだろうと理事長からまとめがあった。

7)その他
四国厚生支局から、指導医療官募集の記事を讃樹會のHPに掲載依頼があり、費用もかからないことであるし執行部としては構わないとの見解であることが説明され、理事から反対意見がないことで賛同となった。
以上

